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1 はじめに

経漬物理学はこれまで「金融工学』に代表されるように株価など金融市場の実証分析を学聞の

原動力としてきた。もちろん所得分配や企業サイズの分布など金融市場以外の「実体経潰J(七he

real economy)に関する分析も多数存在する。しかし理論的な考察は最小にとどめ比較的大きな

サンプル・サイズのデ-~を用いた実証分析に力点が置かれてきたように思われる o こうした研

究成果は Manもe伊 aand Stanley (2000)に纏められている。また研究発衰の場として Q包仰向tive

Financeという雑誌もある。

本報告では、経済物理学は大きなサンプル・サイズの経済デー舎の解析のみならず伝統的な経

済理論の分野でも貢献できるということを具体的例を通して説明した。 1つはケインズ経潰学の

ミクロ的基礎づけの問題、 2つ目Iま実体経潰と金融市場の関係である。

2 ケインズ経済学のミクロ的基礎づけ

経漬全体の活動水準 (GDP)は資本、労働など生産要素の存在量で決まるのか、それとも総需要

で決まるのか。これはマクロ経潰学にとって最大の理論的問題といってもよい。ケインズ経済学

は「生産性」の分析を通して総需要が GDPを決めると考える。生産性はどのように分布している

のであろうか。またその分布は総需要にどのように依存しているのであるうか。生産性の異なる S

の企業ないしセクターが存在し、各企業セクターの生産性を Cとしよう。 Clく C2< '" < C.so 統

計力学あるいは統計物理学がわれわれに教える所に従えlま各企業セクターの大きさ(確立ないし

シzア)ni/Nは次のような Boltzm阻 nに分布になることが予想される。

ni exp(-Nc;jD) 

N おexp(-Nc;jD)
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Dは総需要の水準であり

D=お:=1qnt (2) 

l本稿は 2∞5年 12.J=J1日京都大学基礎物理学研究所で開催された研究会「経漬物理学 IIJで行った報告の要旨で

ある。有益なコメントを下さった研究会の参加者の方々に感謝したい。
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を満たす。また各セクタ一、企業に属する生産要素(例えば労働)の量問は次式を満たす。

N = l;i=lni (3) 

すなわち各セク9一、企業に属する生産要素の和はあらかじめ与えられている全生産要素の量 N

に等しくなければならない。

(2)、(3)という 2つの制約式の下で

ELInt! 
N! 

(4) 

を最大化すれば (1)のBoltzmann分布がえられる o 生産要素の存在量 N(経済のサイズ}との比

でみた総需要Dの大きさ、すなわち DjNが物理学における温度Tと閉じ役割を果たしているこ

とは物理学者には明らかであろう o 生産性向はエネルギー準位に相当することは言うまでもない。

ケインズ経済学との関係についてさらに詳しいことはYoshikawa(2003)を参照して戴きたい。

3 実体経済と金融市場

スタンダードな新古典派理論 (consumption-basedasset pricing model)によれば消費Cの成長

率と株の収益率 Tは比例的な関係をもたなければならない。

C 
E恒 T (5) 

しかし econophysicsに基く実証研究によれば消費 Cの変化率は指数分布であるのに対して株の

収益率 Tははベき分布している。 Aokiand Yoshikawa (2006)ではHllang and Solomon (2001)の

truncated Levy flight modelを用いて消費という実物変数と株の収益率という金融変数が何故本

質的に異なるのか考察している。

マクロ経清学における2つの例が示すように、経済物理学と既存の経済学はさらに実りある対話を

することができるはずである。青木正直教授と報告者の共同研究についてはCambridgeUniversity 

Pressから刊行されるモノグラフを参照して戴けると幸いである。
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